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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，炭素協会（JCA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS R 7222:1997 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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黒鉛素材の物理特性測定方法 

Test methods for physical properties of graphite materials 

 
1 適用範囲 

この規格は，電気機械用ブラシ素材を除く黒鉛素材（以下，素材という。）の物理特性測定方法について

規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7502 マイクロメータ 

JIS B 7507 ノギス 

JIS B 7727 ショア硬さ試験－試験機の検証 

JIS C 1602 熱電対 

JIS C 1605 シース熱電対 

JIS R 3503 化学分析用ガラス器具 

JIS K 8810 1-ブタノール（試薬） 

JIS Z 8704 温度測定方法－電気的方法 

JIS Z 8801-1 試験用ふるい－第 1 部：金属製網ふるい 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる用語及び定義は，次による。 

3.1 

最大粒子径 

顕微鏡観察したとき，隣接する 50 個の粒子の粒子径の最大値。粒子径は，顕微鏡観察のために研磨及び

調製された試料の平らな表面上に現出する閉じた多角系の長径とする。観察面は，次のとおりとする。 

a) 金型成形品の場合は，素材成形時の加圧方向と垂直な面とする。 

b) 押出し成形品の場合は，押出し加圧方向と平行な面とする。 

c) 等方圧成形品の場合は，任意の方向な面とする。 

d) 加圧方向が不明の場合は，互いに直交する 3 面とする。 

なお，3 面で測定された各々の最大値の中の一番大きな値を最大粒子径とする。 

3.2 

校正 

計器若しくは測定系の示す値，又は実量器若しくは標準物質の表す値と，標準によって実現される値と


